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栃木県後期高齢者医療広域連合総務課
申し込み・お問い合わせ先

〒320-0033宇都宮市本町3番9号　栃木県本町合同ビル 2階
TEL：028 ｰ 627 ｰ 6830

Eメール：soumu@kouikirengo-tochigi.jp

応募方法・内容
⑴体験談：「社会参加で健康づくり」
地域の方が集まる通いの場への参加や趣味を通した
グループ活動、ボランティアなどの地域活動に参加
したことが健康づくりにつながった体験談を題名と
本文で原稿用紙２枚［800字］以内に記載。1人
1作品。
⑵川柳：「健康診査（健診）に行こう〜いつまでも
元気で過ごすために〜」
川柳に、作品に込めた想いや背景を100字以内で
まとめたものを添付。1人 3作品まで。
※両方への応募も可。様式任意。必要事項（郵便番号、
住所、氏名、生年月日、電話番号）を記入した用紙
を添えて郵送またはEメールにより下記へ送付。

70歳以上の方（令和６年９月30日現在）

令和６年９月30日（必着）

①最優秀賞各１点②優秀賞各２点③佳作各２点
④特別賞各１点／記念品（商品券）：体験談①２万円、
②１万円、③２千円、④２千円。川柳①１万円、②
５千円、③１千円、④１千円〈参加者には抽選で
QUOカード500円分を贈呈〉

対 象 者

締 め 切 り

優秀作品・記念品

健診に関する川柳健診に関する川柳健診に関する川柳健診に関する川柳健診に関する川柳

　

栃
木
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、
高
齢
者
の
健

康
の
保
持
増
進
、
生
活
の
質
の
維
持
向
上
を
目
指
し
、
令
和

６
年
度
を
初
年
度
と
す
る
保
健
事
業
実
施
計
画（
３
期
計
画
）

を
策
定
し
ま
し
た
。
広
域
連
合
で
は
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す

こ
と
で
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
五
つ
の
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
毎
日
元
気
に
過
ご
せ
る
健
康
づ
く
り
が
、

国
民
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ス
ポ

プ
ラ
ス
「
健
康
特
集
」
で
は
、
県
民
の
皆
さ

ん
の
充
実
し
た
生
活
の
た
め
に
、
健
康
的
で

社
会
生
活
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
特
集

で
す
。

栃木県後期高齢者医療広域連合

住み慣れた地域でいつまでも健康に！

①
健
康
診
査
の
推
進

　

健
康
診
査（
健
診
）は
、一
年
に

一
度
ご
自
身
の
健
康
状
態
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
大
切
な
機
会
で

す
。

　

ま
た
、
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣

病
や
フ
レ
イ
ル
（
身
体
的
機
能
の

低
下
等
）を
早
期
に
発
見
し
て
重

症
化
を
予
防
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

の
方
は
無
料
で
健
診（
基
本
項
目
）

を
受
診
で
き
ま
す
。
通
院
し
て
い

る
方
も
受
診
で
き
ま
す
（
健
診
の

受
診
方
法
等
は
、
お
住
ま
い
の
市

町
の
担
当
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）。

　

歯
科
健
康
診
査
に
つ
い
て
も
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
実
施
で
き
る

よ
う
市
町
を
支
援
し
ま
す
。

②
生
活
習
慣
病
重
症
化

予
防
対
策
の
推
進

　

健
診
結
果
で
生
活
習
慣
病
の
重

症
化
リ
ス
ク
が
高
く
、
医
療
機
関

へ
の
受
診
を
確
認
で
き
な
い
方
に

対
し
て
、
受
診
勧
奨
通
知
の
発
送

ま
た
は
電
話
・
訪
問
に
よ
る
保
健

指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
は
、食
事
や
運
動
・

喫
煙･

飲
酒
・
ス
ト
レ
ス
な
ど
の

生
活
習
慣
が
原
因
で
起
こ
る
疾
患

の
総
称
で
、
重
症
化
す
る
と
人
工

透
析
へ
の
移
行
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
栃
木
県

で
は「
脳
梗
塞
」や「
慢
性
腎
臓
病
」

「
糖
尿
病
」
等
の
生
活
習
慣
病
の

割
合
が
高
い
た
め
、
健
診
で
異
常

が
見
つ
か
っ
た
と
き
は
早
め
に
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

③
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予

防
等
の
一
体
的
な
実
施
の
推
進

　

県
内
各
市
町
と
連
携
し
、
高
齢

者
保
健
事
業
と
国
民
健
康
保
険
の

保
健
事
業
及
び
介
護
保
険
制
度
の

地
域
支
援
事
業
が
一
体
と
な
っ
て

協
力
す
る
こ
と
で
、
被
保
険
者
へ

き
め
細
か
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

④
フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
の
推
進

　

中
高
年
ま
で
は
メ
タ
ボ
対
策
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
齢

に
な
る
と
低
栄
養
に
よ
る
体
重
減

少
や
フ
レ
イ
ル
対
策
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
の
予
防
の
た
め
、
栄

養
士
会
等
と
連
携
し
、
栄
養
や
運

動
に
係
わ
る
相
談
・
指
導
を
行
い

ま
す
。

⑤
適
正
な
服
薬
及
び
受
診
の
推
進

　

正
し
い
服
薬
や
受
診
に
係
る
知

識
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
、
薬
剤

師
会
等
と
連
携
し
保
健
事
業
を
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
費
通
知
や
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し
た
場
合

の
差
額
通
知
等
の
送
付
に
よ
り
、

受
診
や
服
薬
の
状
況
を
適
切
に
把

握
す
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

～健康寿命を延ばすため保健事業実施計画を推進します～

◯「脳梗塞」の入院医療費が男女とも高く、過去５年
　間で増加
◯「慢性腎臓病（透析あり）」の外来医療費が男女と
　も高く、全国と比べても大幅に高い

※平均余命：ある年齢の人が、その後何年生きられるかを示
　す期待値。本計画では 0歳時点の平均余命を指す。
※平均自立期間：日常生活動作が自立している期間の平均。
　本計画では要介護 2以上になるまでの期間の平均を指す。

◯平均余命と平均自立期間（令和 4年度時点）
〈栃木県の後期高齢者の現状〉〈栃木県の後期高齢者の現状〉

〈健診受診率〉〈健診受診率〉
令和５年度

令和 6年度（目標値）

令和 11年度（目標値）

30.5％

31.0％

36.0％
（計画最終年度）

女性

1.4 年
介護が必要な
期間

平均余命 81.3 歳平均余命 81.3 歳
（全国：81.7 歳）（全国：81.7 歳）

平均自立期間 79.9 歳平均自立期間 79.9 歳
（全国：80.1 歳）（全国：80.1 歳）

平均余命 81.3 歳
（全国：81.7 歳）

平均自立期間 79.9 歳
（全国：80.1 歳） 3.0 年

介護が必要な
期間

平均余命 87.0 歳平均余命 87.0 歳
（全国：87.8 歳）（全国：87.8 歳）

平均自立期間 84.0 歳平均自立期間 84.0 歳
（全国：84.4 歳）（全国：84.4 歳）

平均余命 87.0 歳
（全国：87.8 歳）

平均自立期間 84.0 歳
（全国：84.4 歳）

男性

提供／
栃木県後期高齢者医療広域連合
☎︎ 028-627-・6805
http://www.kouikirengo-tochigi.jp
企画・制作／下野新聞社ビジネス局



す
。

　

庭
隅
に
小
さ
な
菜
園
が
あ
る

の
で
、
簡
単
に
作
れ
る
野
菜
や

花
を
育
て
て
試
行
錯
誤
を
面
白

が
っ
て
み
た
り
、
観
察
し
て
い

る
と
植
物
に
教
え
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
楽
し
み
で
す
。
雨
の
日

な
ど
は
、
以
前
、
縫
製
業
だ
っ

た
時
の
残
布
が
色
々
あ
る
の

で
、
そ
の
生
地
に
適
し
た
何
か

を
作
ろ
う
と
、
昔
習
っ
た
洋
裁

を
応
用
し
て
ミ
シ
ン
で
縫
っ

て
、
身
近
の
方
に
ご
笑
納
い
た

だ
い
て
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
週
一
回
は
、
市
の
健

康
福
祉
課
で
行
う
み
ん
な
で
交

流
の
場
「
よ
り
合
い
ク
ラ
ブ
」

に
参
加
し
、
ラ
ジ
オ
体
操
や
軽

体
操
、頭
の
体
操
な
ど
を
や
り
、

保
健
師
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

か
ら
は
為
に
な
る
お
話
を
聞

き
、
休
み
時
間
に
は
仲
間
と
お

し
ゃ
べ
り
を
し
て
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
保

健
師
さ
ん
か
ら
は
、
ミ
シ
ン
で

縫
っ
た
り
色
々
し
て
い
る
と
認

知
症
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
る
と
言

わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
用
心
の
た
め
に
、
毎

年
人
間
ド
ッ
ク
は
受
け
て
お
り

ま
す
。
た
ま
た
ま
何
か
の
本
で

読
ん
だ
の
で
、
今
年
は
脳
ド
ッ

ク
を
受
け
て
み
よ
う
と
思
い
、

主
治
医
に
も
伺
い
ま
し
て
受
診

し
ま
し
た
。
結
果
は
年
相
応
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　

七
年
前
に
不
覚
に
も
大
腿
骨

を
骨
折
し
、
手
術
・
入
院
の
憂

き
目
に
遭
い
ま
し
た
が
、
病
気

で
入
院
は
今
ま
で
に
一
度
も
あ

り
ま
せ
ん
。
身
体
の
健
康
と
と

も
に
心
の
健
康
も
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
何
事
も
無
理
は
せ
ず

気
が
向
い
た
ら
気
ま
ま
に
が
私

流
な
の
で
す
。

　
（
全
文
を
掲
載
）

健康茶と体操を毎日

「世界最高齢の現役理容師」に認定
　箱石シツイさん（107）＝那珂川

　

２
０
２
１
年
の
東
京
五
輪
で

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を
務
め
、
今
年

１
月
に
米
国
の
調
査
会
社
「
ロ

ン
ジ
ェ
ビ
ク
エ
ス
ト
」か
ら「
世

界
最
高
齢
の
現
役
理
容
師
」
の

認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

東
京
で
理
容
師
に
な
り
、
太

平
洋
戦
争
中
に
故
郷
へ
疎
開

後
、「
理
容
ハ
コ
イ
シ
」を
開
業
。

と
に
か
く
頑
張
り
屋
。
開
業
時

も
コ
ツ
コ
ツ
働
い
て
貯
め
た
お

金
を
資
金
に
。「
一
番
う
れ
し

か
っ
た
の
は
理
容
師
の
免
許
を

取
っ
た
時
」と
振
り
返
り
ま
す
。

元
気
の
源
は
、息
子
の
英
政
さ

ん
が
開
発
し
た
野
草
の
健
康

茶
。30
年
飲
み
続
け
て
い
ま
す
。

　

店
は
２
月
ま
で
営
業
。
現
在

は
施
設
に
入
所
し
て
い
ま
す

が
、
自
己
流
の
〝
箱
石
体
操
〟

を
毎
日
仲
間
た
ち
と
行
っ
て
い

ま
す
。
11
月
に
は
１
０
８
歳
。

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
を
目
指
し
、

気
持
ち
は
生
涯
現
役
で
す
。

好きな編み物でベスト

児童養護施設に贈り物
　保田キヌトさん（87）　＝宇都宮

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
編
み
物
が

好
き
で
、
会
社
員
時
代
に
は
編

み
物
学
校
に
も
通
い
ま
し
た
。

そ
ろ
そ
ろ
終
活
を
始
め
よ
う
と

考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
宇
都
宮

市
睦
町
の
児
童
養
護
施
設
「
き

ず
な
」
を
支
援
す
る
会
社
経
営

者
ら
の
グ
ル
ー
プ「
き
ず
な
会
」

の
新
聞
記
事
が
目
に
と
ま
り
、

活
動
に
賛
同
。
編
み
た
め
て
い

た
古
い
セ
ー
タ
ー
な
ど
を
ほ
ど

い
て
編
み
直
し
、
子
ど
も
用
の

ベ
ス
ト
を
10
着
制
作
。
ク
リ
ス

マ
ス
会
に
も
参
加
し
直
接
子
ど

も
た
ち
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
喜
ん
で
く
れ
た
の

で
今
年
も
贈
り
た
い
け
ど
、
間

に
合
わ
な
か
っ
た
ら
来
年
で
も

い
い
か
な
」
と
に
っ
こ
り
。　

　

働
く
女
性
が
少
な
い
時
代
の

経
験
者
。
今
も
女
性
の
働
き
方

に
強
い
関
心
が
あ
り
、
午
前
中

は
じ
っ
く
り
新
聞
を
読
む
の
が

日
課
で
す
。　

合唱指導などで活躍

音楽で健康と生きがい
　秋元孟さん（89） ＝宇都宮

　

２
人
の
姉
が
ピ
ア
ノ
を
弾

き
、
音
楽
が
身
近
だ
っ
た
少
年

時
代
。
宇
都
宮
高
校
で
音
楽
教

諭
だ
っ
た
石
井
信
夫
さ
ん
と
の

出
会
い
か
ら
合
唱
部
に
入
部
。

文
化
祭
で
は
イ
タ
リ
ア
歌
曲
な

ど
を
独
唱
し
ま
し
た
。
早
稲
田

大
学
で
は
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
所

属
し
、歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　

家
業
の
運
送
業
を
継
ぎ
苦
労

も
し
ま
し
た
が
「
世
界
に
素
晴

ら
し
い
歌
が
あ
る
」
と
約
30
年

前
か
ら
声
楽
を
学
び
、
憧
れ
の

曲「
グ
ラ
ナ
ダ
」に
も
挑
戦
。
少

し
習
っ
た
だ
け
と
い
う
ピ
ア
ノ

も
優
美
な
音
色
を
奏
で
ま
す
。

　

現
在
は
、
合
唱
団
員
で
あ
る

娘
の
須
藤
麻
里
さ
ん
と
高
齢
者

福
祉
施
設
で
歌
の
指
導
を
行

い
、
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り

の
交
流
を
楽
し
み
ま
す
。
元
気

の
源
は
、
朝
食
の
納
豆
と
半
熟

目
玉
焼
き
。「
秋
川
雅
史
さ
ん

の
歌
を
歌
い
た
い
で
す
ね
」

県境地域、連携し活動

「夕狩みまもりたい」たい長
　室井一郎さん（76）　＝那須

　

高
齢
者
を
中
心
に
病
院
の
送

迎
や
徘
徊
者
の
捜
索
な
ど
を
行

っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
夕
狩
み
ま
も
り
た
い
」。
地
元

の
民
生
委
員
や
消
防
団
員
、
福

島
県
西
郷
村
と
白
河
市
の
知
人

ら
計
13
人
で
組
織
し
、「
必
ず
生

き
て
見
つ
け
る
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
行
政
や
福
祉
施
設
と
連
携
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
小
中
学
校
の
総
合
学
習
で
福

祉
の
講
師
も
務
め
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
が
健
康
じ
ゃ
な
く

ち
ゃ
。太
陽
と
一
緒
に
生
き
る
、

規
則
正
し
い
食
事
と
寝
る
時
間

も
大
切
だ
ね
」。自
費
で
Ｐ
Ｅ
Ｔ

を
受
診
す
る
な
ど
健
康
に
気
を

使
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

今
も
現
役
で
、
自
分
は
米
作

り
、
息
子
夫
婦
と
孫
に
は
ス
プ

レ
ー
菊
の
栽
培
を
任
せ
て
い
ま

す
。「
今
が
一
番
幸
せ
。自
由
に

さ
せ
て
く
れ
る
家
族
に
感
謝
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　「ASPO の感想」又は「広報に関するアイデア
やご意見（※）」をお寄せください。抽選で各 2 組
4 名様に温泉施設入浴券をプレゼントします。

【対象施設】①ホテルサンバレー那須②まほろ
ばの湯③宮の街道温泉 江戸遊④お丸山ホテル
⑤千本松温泉⑥鹿の湯

【応募方法】はがきに郵便番号・住所・氏名・年齢・
職業・電話番号・希望する施設の番号と、「ASPO
の感想」又は「広報に関するアイデアやご意見」
を記入し、〒 320-0033 宇都宮市本町 3-9 栃木
県本町合同ビル 2 階　栃木県後期高齢者医療広
域連合「読者プレゼント係」まで。8 月30 日（金）
消印有効。
○必ず１つ、希望する施設の番号を記入ください。
○当選者は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
○個人情報は取りまとめ及び賞品の発送にのみ使用します。
※広域連合では、後期高齢者医療制度のよりわかりやすい情
報伝達を目指しています。皆さまの「広報に関するアイデア
やご意見」をお寄せください。

♢温泉施設入浴券プレゼント♢

令
和
５
年
度
「
健
診
に
関
す
る
川
柳
」

令
和
５
年
度
「
健
診
に
関
す
る
川
柳
」

那
須
町　

吉
田
幸
夫
さ
ん
（
77
）
　　

　　

悪
い
所
が
分
か
れ
ば
速
や
か
に
対
応
・
処
置
を
行
い 

〝
ヨ

シ
ッ
！　

こ
れ
で
ま
だ
ま
だ
い
け
る
ゾ
〟 

と
心
身
共
に
元
気
の

パ
ス
ポ
ー
ト
と
し
て
健
康
診
断
は
大
変
重
要
と
再
認
識
し
よ

う
。 最

優
秀
賞

　
健
診
は
　
安
心
元
気
の
　
パ
ス
ポ
ー
ト

優
秀
賞

　
健
診
を
　
受
け
て
安
心
　
手
に
入
れ
る

さ
く
ら
市　

内
山　

正
さ
ん
（
80
）

　

欠
か
さ
ず
に
定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
お
け
ば
、
自
分
の
身

体
の
状
態
も
分
か
る
の
で
、
心
配
や
不
安
も
な
く
な
り
安
心
し

て
過
ご
せ
る
。

優
秀
賞

　
長
生
き
は
　
食
事
運
動
　
健
診
だ

宇
都
宮
市　

山
﨑
友
子
さ
ん
（
71
）

　

毎
年
健
診
を
受
け
て
き
て
も
、
年
齢
を
増
す
ほ
ど
高
く
な
る

の
が
血
圧
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
。
食
事
は
気
を
使
っ
て
も
、
運

動
不
足
で
あ
っ
た
り
、
ご
褒
美
の
お
や
つ
が
や
め
ら
れ
な
い
。

令和５年度「健康づくり体験談」令和５年度「健康づくり体験談」

　広域連合では、「健康づくり体験談」
と「健診に関する川柳」を募集し、優
秀作品をホームページで紹介していま
す。今回は令和５年度の受賞作品の中
から、最優秀賞、優秀賞の作品をご紹
介します。広域連合のホームページで

は全ての受賞作品を読むことができま
すので、ぜひご覧ください。

※取り組みによる効果は、個人の体験によるもの
です。また、年齢は８月 4日現在、作品の内容は
応募時のものです。

　高齢になっても、これまでの経験や
趣味を生かして社会貢献活動などに取
り組み、地域で活躍されている方がた

くさんいます。そうした方々に活動の
内容や、生きがい、健康長寿の秘訣を
教えていただきました。

最
優
秀
賞

那
須
烏
山
市　

海
士
タ
マ
さ
ん（
89
）

気
ま
ま
に
健
康
に　
　（
）　

　

私
は
、
今
年
88
歳
に
な
り
ま

し
た
。
夫
は
96
歳
で
す
が
、
自

分
の
事
は
ど
う
に
か
自
分
で
こ

な
し
、
週
一
回
リ
ハ
ビ
リ
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。
二
人
と
も

免
許
は
返
納
し
ま
し
た
の
で
、

娘
の
運
転
で
用
事
は
済
ま
せ
て

お
り
ま
す
。

　

私
の
日
常
生
活
は
、
二
㌔
く

ら
い
の
散
歩
を
毎
日
、
無
理
な

く
、
出
来
る
だ
け
で
す
が
、
約

八
割
く
ら
い
は
叶
え
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
季
節
を
感

じ
ら
れ
、
気
分
転
換
に
な
り
心

の
清
涼
剤
で
す
。

　

食
事
は
、
娘
が
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
少
量
ず
つ
多
品
目
を

銘
々
に
盛
っ
て
く
れ
る
の
で
、

残
さ
ず
食
べ
れ
ば
大
丈
夫
で

す
。
血
液
検
査
も
正
常
値
で

　

私
は
89
歳
。
16
年
前
に
夫
、

11
年
前
に
は
母
に
先
立
た
れ
、

息
子
夫
婦
と
は
別
居
の
一
人
暮

ら
し
で
あ
る
。
寝
た
き
り
に
な

ら
な
い
よ
う
に
元
気
を
願
っ

て
、
健
康
づ
く
り
、
次
の
三
点

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

一
点
目
は
、
筋
肉
を
つ
け
る

こ
と
で
あ
る
。
朝
早
く
野
菜
畑

を
一
回
り
、
次
に
朝
食
の
準
備

や
後
片
付
け
、
そ
し
て
疲
労
に

な
ら
な
い
程
度
の
野
菜
作
り
を

し
て
い
る
。
ま
た
筋
肉
つ
き
を

助
け
る
海
藻
類
や
野
菜
類
、
大

豆
類
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
、

肉
も
週
三
回
を
目
安
に
食
べ
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

　

二
点
目
は
、
ナ
ン
プ
レ
を
解

く
こ
と
。
下
野
新
聞
紙
上
、
毎

週
土
曜
日
の
問
題
を
切
り
取
り

解
く
。
五
年
前
、Ｎ
Ｏ
．１
か
ら

始
め
て
今
回
が
Ｎ
Ｏ
．２
６
２
、

楽
し
い
も
の
で
あ
る
。
自
慢
だ

が
Ｎ
Ｏ
．２
６
２
ま
で
全
問
正

解
。
脳
機
能
活
性
に
大
き
な
効

果
で
あ
ろ
う
。

　

三
点
目
は
、
人
間
ド
ッ
ク
健

診
で
あ
る
。
今
年
は
腫
瘍
マ
ー

カ
ー
数
値
が
高
く
、
す
ぐ
に
精

密
検
査
と
の
こ
と
。
結
果
は
大

事
に
至
ら
ず
一
安
心
し
た
。
如

何
に
専
門
医
療
の
早
期
、
定
期

健
診
が
大
切
か
を
強
感
し
た
。

　

今
後
は
、
自
分
の
健
康
管
理

を
大
切
に
、
も
し
や
あ
の
世
か

ら
の
迎
え
が
来
て
も
「
ま
だ
ま

だ
、
こ
の
元
気
」
と
断
り
で
き

る
よ
う
に
健
康
づ
く
り
、
健
診

を
怠
ら
ず
、
身
を
守
り
、
健
康

長
寿
に
頑
張
り
た
い
。

　
（
全
文
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

優
秀
賞

市
貝
町　

永
嶋
静
江
さ
ん（
90
）　

私
の
健
康
づ
く
り（
筋
肉
つ
け
、ナ
ン
プ
レ
、

人
間
ド
ッ
ク
）　　

生きがい持ち歩む 　「健康長寿」の道生きがい持ち歩む 　「健康長寿」の道



〈問い合わせ先〉
　・カードの申請・登録に関すること
　　各市町のマイナンバーカード担当窓口
　・健康保険証利用に関すること
　　マイナンバー総合ダイヤル　☎︎ 0120-95-0178

広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ　保険料の納付は口座振替が便利です　市町の窓口や金融機関などで納付書によ

り納めている方は、納め忘れの防止などに役立つ便利な口座振替をご利用くださ
い。手続きについては、お住まいの市町担当窓口へお問い合わせください。

公式サイト

○マイナ保険証をお持ちの方
マイナ保険証をご利用ください。なお、お手元の保険証の有
効期限（令和７年 7月 31日）を迎える前に、ご自身の被保
険者資格等を把握できるよう「資格情報のお知らせ」を送付
する予定です（申請は不要）。

○マイナ保険証をお持ちでない方
お手元の保険証の有効期限（令和７年 7月 31日）を迎える
前に、「資格確認書」を送付する予定です（申請は不要）。現
在の保険証と同様に医療機関等の窓口で提示することで、引
き続き医療を受けることができます。

　保険料率は 2年に一度見直されます。令
和６・７年度の保険料率は、後期高齢者負

担率の見直しや出産育児一時金への支援等の制度改正などを踏まえ、以下
のとおり改定しました。なお、改定にあたり、剰余金を活用して、保険料
率の急激な上昇を抑制しました。

宇都宮市 保険年金課 028-632-2307
足利市 保険年金課 0284-20-2184
栃木市 保険年金課 0282-21-2137
佐野市 医療保険課 0283-20-3024
鹿沼市 保険年金課 0289-63-2125
日光市 保険年金課 0288-21-5110
小山市 国保年金課 0285-22-9413
真岡市 国保年金課 0285-83-8593
大田原市 国保年金課 0287-23-8857
矢板市 健康増進課 0287-43-1118
那須塩原市 国保年金課 0287-62-7129
さくら市 市民課 028-681-1116
那須烏山市 市民課 0287-83-1116
下野市 市民課 0285-32-8895
上三川町 住民課 0285-56-9134
益子町 町民くらし課 0285-72-8848
茂木町 住民課 0285-63-5626
市貝町 町民くらし課 0285-68-1114
芳賀町 住民課 028-677-6038
壬生町 住民課 0282-81-1832
野木町 住民課 0280-57-4136
塩谷町 住民課 0287-45-1118
高根沢町 住民課 028-675-8141
那須町 住民生活課 0287-72-6909
那珂川町 住民課 0287-92-1112

●申請など窓口業務はお住まいの市町担当窓口へ

年度 令和４・５年度
均等割額 43,200円
所得割率 8.54％
賦課限度額 660,000円

年度 令和６・７年度
均等割額 45,600円
所得割率 8.84％（※1）
賦課限度額 800,000円（※2）

保険証の有効期限が切れた後について

※ 1　基礎控除後の総所得金額等が 58 万円を超えない方は、令和６年度に限り所得
　　　割率が 8.54%となります。
※ 2　令和６年 3月 31 日以前から被保険者資格を有している方と一定の障がいによ
　　　り資格を取得する方は、令和６年度に限り賦課限度額が 73 万円となります。

　所得の低い方は、所得に応じて均等割額が 7割・5割・2割に軽減され
ます。また、資格取得の前日まで被用者保険の被扶養者であった方は、2
年間均等割額が 5割軽減され、所得割が賦課されません。

　令和６年 12月 2日以降、保険証
が廃止され、マイナ保険証（保険証利

用登録がされたマイナンバーカード）を基本とする仕組みに移行し
ます。お手元にある保険証は、令和６年 12月 2日以降であっても、
券面事項（氏名・住所・一部負担金割合等）に変更がなければ、保
険証に記載の有効期限（令和７年 7月 31日）までお使いいただけ
ます。

いつもの通院等が便利に！
マイナンバーカードを健康保険証としてお使いください！
〈メリット〉
　①データに基づくより良い医療が受けられる
　②手続きなしで高額療養費の限度額を超える支払いが免除
　③マイナポータルで確定申告時に医療費控除が簡単にできる
　④医療現場で働く人の負担を軽減できる

※健康保険証として利用するためには、以下の準備が必要です。
　（１）マイナンバーカードを申請
　（２）マイナンバーカードを健康保険証として登録

保険証の廃止について保険証の廃止について

保険料率が変わりました保険料率が変わりました
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